
−1−

平成26年3月31日　発行

2014
VOL.3633-31

県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
連
日
賑

わ
い
を
見
せ
る
﹃
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
﹄。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
日
に
オ
ー
プ
ン

十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日
︵
水
︶に
、

メ
ル
パ
ル
ク
広
島
︵
中
区
基
町
︶
に
て
﹁
市

町
村
情
報
セ
ン
タ
ー　

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

開
設
十
五
周
年
記
念
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
を
含
む
、
出
展
事
業
者
や
商
工

会
役
員
な
ど
約
百
七
十
名
が
参
加
。﹃
ひ
ろ

し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
﹄に
携
わ
る
多
く
の
人
々
が
、

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

平
成
十
年
に
本
県
連
が
商
工
会
地
域
の
情

報
セ
ン
タ
ー
・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
拠
点

と
な
る
﹃
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
夢
ぷ
ら
ざ
﹄

を
設
置
。
こ
れ
を
土
台
に
翌
年
、
広
島
県
・

︵
公
財
︶
広
島
県
市
町
村
振
興
協
会
と
共
同

で
、﹃
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
﹄
を
現
在
の
本

通
商
店
街
に
開
設
し
ま
し
た
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
地
域
の
特
産
品
を
揃

え
る
常
設
販
売
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
自
ら

が
毎
日
日
替
わ
り
で
旬
の
物
を
届
け
る
店
頭

販
売
や
田
舎
暮
ら
し
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
観
光
案
内
、
地
域
情
報
の
提
供
な
ど
、

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
開
設
十
年
目

に
は
来
場
者
数
百
九
十
万
人
を
突
破
。
現
在

は
年
間
来
場
者
数
百
九
十
五
万
人
を
誇
る
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
っ
た
植
田

賢
治
会
長
は
﹁
地
方
と
都
市
の
交
流
を
活
発

に
し
、
広
島
県
全
体
が
元
気
に
な
る
こ
と
を

目
的
に
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
地
域
資
源
を

活
用
し
た
特
産
品
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
観
光
案
内
の
場
と

十
五
周
年
記
念
大
会
が
盛
大
に

十
五
周
年
記
念
大
会
が
盛
大
に

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

広島県
商工会連合会

15周年を迎えた「ひろしま夢ぷらざ」
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し
て
、
今
後
も
夢
ぷ
ら
ざ
の
存
在
価
値
を
高

め
て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
、
参
加
者
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

財
部
誠
一
氏
を
迎
え
﹃
記
念
講
演
会
﹄
を
開

催
。﹁
日
本
経
済　

こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー

ド
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
世
界
で
今
起
き
て
い
る

こ
と
、
そ
の
中
で
中
小
企
業
が
行
う
べ
き
こ

と
を
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
、
分
か
り
や
す

く
講
演
し
﹁
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
常

識
を
す
べ
て
捨
て
て
、
大
き
な
変
化
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

聴
衆
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「ひろしま夢ぷらざ」開設15年周年記念式典の模様

広島県商工会連合会広島県商工会連合会

「
平
成
二
十
五
年
度

　
　

   

臨
時
総
会
」開
催

「
平
成
二
十
五
年
度

　
　

   

臨
時
総
会
」開
催

『一歩
前へ
！
』『
やって
み
ま
しょ
う
！
』を

行
動
理
念
に
、「
会
員
満
足
度
の
向
上
」

と「
商
工
会
の
機
能
強
化
」を
目
指
す

三
月
二
十
五
日
︵
火
︶、
メ
ル
パ
ル
ク
広

島
︵
中
区
基
町
︶
に
て
﹁
平
成
二
十
五
年
度

臨
時
総
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。
三
十
三
人

の
商
工
会
長
等
が
出
席
し
、
平
成
二
十
六
年

度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
を
審
議
し
ま
し

た
。開

会
の
挨
拶
に
立
っ
た
植
田
賢
治
会
長

は
、
今
年
六
月
の
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立

す
る
見
込
み
の
﹁
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
﹂
に
つ
い
て
ふ
れ
、﹁
我
が
国
企
業
の

八
十
七
％
を
占
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
維

持
・
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

小
規
模
企
業
の
存
在
意
義
が
見
直
さ
れ
、
こ

の
よ
う
な
法
律
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
全
国

八
十
六
万
商
工
会
員
の
悲
願
﹂
と
評
価
。
小

規
模
企
業
支
援
策
の
さ
ら
な
る
拡
充
へ
の
期

待
感
を
示
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
商
工
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

﹁
最
も
身
近
な
支
援
機
関
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
、
経
営
革
新
・
新
商
品
開
発
な
ど
の

提
案
型
支
援
の
分
野
で
よ
り
多
く
の
実
績
を

上
げ
、
支
援
機
関
と
し
て
の
存
在
価
値
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
提
言
。
職
員
定

数
の
削
減
や
業
務
過
多
な
ど
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
業
務
の
見
直
し
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。

最
後
に
、
平
成
二
十
六
年
度
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
前
年
度
に
引
き
続
き
﹃
繁
栄
﹄
﹃
創

出
﹄
﹃
信
頼
﹄
と
す
る
と
と
も
に
、﹃
一
歩

前
へ
！
﹄
﹃
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
﹄
を
行

動
理
念
と
し
て
、﹁
会
員
満
足
度
の
向
上
﹂

と
﹁
商
工
会
の
機
能
強
化
﹂
の
二
つ
を
柱
に

す
る
こ
と
を
説
明
。
議
案
に
つ
い
て
慎
重
な

審
議
を
求
め
、
安
芸
高
田
市
商
工
会
の
熊
高

一
雄
会
長
を
議
長
に
選
任
し
て
議
事
が
進
行

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計

画
書
案
の
説
明
で
事
務
局
は
、
冒
頭
で
植
田

会
長
が
述
べ
た
課
題
に
ふ
れ
﹁
昨
年
度
実
施

し
た
監
査
室
監
査
の
結
果
、
一
商
工
会
あ
た

り
の
受
託
事
業
は
二
十
件
を
超
え
て
い
る
反

面
、
職
員
数
は
減
少
。
受
託
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
業
務
に
相
当
の
労
力
を
さ
か
ざ
る
を
得

ず
、
レ
ベ
ル
の
高
い
経
営
指
導
に
職
員
が
専

念
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
指
摘

が
あ
っ
た
﹂
と
説
明
。
会
員
に
対
し
て
﹃
求

め
て
い
る
こ
と
は
何
か
﹄
﹃
満
足
度
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
は
何
か
﹄
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
マ
ン
パ
ワ
ー

を
つ
ぎ
込
ん
で
い
け
る
新
し
い
体
制
を
構
築

し
た
い
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
会
員
満
足
度
の
向
上
の
た
め
の

施
策
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有
効
活
用
し

た
戦
略
的
巡
回
訪
問
の
実
施
や
広
域
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
設
置
の
検
討
、
販
路
拡
大
の
た

め
の
﹁
商
談
会
︵
食
品
系
︶﹂
や
﹁
広
島
県

広
域
取
引
商
談
会
︵
工
業
系
︶﹂
の
開
催
、

円
滑
な
消
費
税
転
嫁
へ
の
対
応
窓
口
の
設
置

な
ど
。
ま
た
、
商
工
会
の
機
能
強
化
の
具
体

的
な
施
策
は
、
商
工
会
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
＜　担当：広島エリア　・　福山エリア　＞

コールセンター　0120－37－2269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック

それが、わたしたちのシンボルです
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の
拡
充
や
事
業
・
業
務
の
見
直
し
、
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
な
ど
を
含
む
商
工
会
業
務

の
標
準
化
な
ど
。
な
お
、
上
程
し
た
第
一
号

議
案
か
ら
第
五
号
議
案
の
す
べ
て
が
原
案
通

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
収
支
補
正

予
算
書
︵
案
︶
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

書
︵
案
︶
及
び
収
支
予
算
書
︵
案
︶
承
認

の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
県
連
合
会

会
費
賦
課
基
準
︵
案
︶
及
び
徴
収
方
法

︵
案
︶
承
認
の
件

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
電
子
計
算

機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
︵
案
︶
及
び
徴

収
方
法
︵
案
︶
承
認
の
件

第
五
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
借
入
金
最

高
限
度
額
︵
案
︶
及
び
借
入
先
承
認
の
件広島県商工会連合会臨時総会風景

三
月
七
日
︵
金
︶、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
広
島
︵
南
区
元
宇
品
町
︶
に
て
、
広

島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
﹁
平
成

二
十
五
年
度
臨
時
総
会
﹂が
開
か
れ
ま
し
た
。

出
席
者
三
十
二
人
、
委
任
状
二
人
、
計

三
十
四
人
の
出
席
の
も
と
、
平
成
二
十
六
年

度
の
事
業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
﹁
平
成
二
十
五
年

度
第
四
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
﹂を
開
催
。

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
宮
本
博
史
会

長
に
よ
る
講
演
と
﹁
地
域
再
生
型
提
案
公
募

事
業
実
例
発
表
﹂
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

﹁
今
後
の
青
年
部
の
あ
り
方
に
つ
い
て
﹂
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
宮
本
会
長
は
、﹁
ま

ず
は
ご
自
身
の
事
業
を
見
直
し
、
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る
。
目
の
前
の
チ
ャ
ン
ス

を
掴
み
、
自
分
の
も
の
に
す
る
の
と
同
時
に

組
織
の
仲
間
に
送
り
届
け
る
努
力
を
し
て
ほ

し
い
﹂
と
熱
弁
。
そ
の
た
め
の
経
営
革
新
の

重
要
性
に
も
ふ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
で

は
現
在
、
満
四
十
歳
以
下
と
し
て
い
る
青
年

部
員
の
年
齢
制
限
が
来
年
度
か
ら
満
四
十
五

歳
に
な
る
標
準
定
款
の
変
更
が
さ
れ
る
こ
と

を
報
告
。﹁
四
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の 広島県商工会青年部連合会広島県商工会青年部連合会

「
平
成
二
十
五
年
度
第
四
回

商
工
会
青
年
部
研
修
会

並
び
に
臨
時
総
会
」開
催

「
平
成
二
十
五
年
度
第
四
回

商
工
会
青
年
部
研
修
会

並
び
に
臨
時
総
会
」開
催

﹇
イ
ノ
ベー
ション
を
生
み
出
し
、「
青
年
部

ヂ
カ
ラ
」を
発
信
で
き
る
強い
組
織
に
﹈

部
員
さ
ん
は
商
工
会
青
年
部
が
地
域
で
か
け

が
え
の
な
い
団
体
で
あ
る
と
い
う
魅
力
を
作

り
、
伝
え
る
た
め
に
五
年
間
活
動
を
継
続
し

て
欲
し
い
﹂
と
訴
え
ま
し
た
。
最
後
に
宮
本

会
長
は
﹁
自
分
だ
け
で
は
広
が
ら
な
い
発
信

力
を
青
年
部
員
と
い
う
仲
間
と
と
も
に
全
国

に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
、
経
済
、

団
体
の
向
上
を
目
指
し
て
発
信
し
続
け
て
ほ

し
い
﹂
と
聴
衆
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

地
域
再
生
型
提
案
公
募
事
業
事
例
発
表
で

は
、
広
島
東
商
工
会
青
年
部
が
﹃
青
年
部
員

の
資
質
向
上
の
た
め
の
講
習
会
開
催
﹄
に
つ

い
て
、
県
央
地
域
協
議
会
︵
代
表
：
黒
瀬
商

工
会
青
年
部
︶
が
﹃
県
央
地
域
特
産
メ

ニ
ュ
ー
開
発
研
修
事
業
﹄
に
つ
い
て
、
福
山

北
商
工
会
青
年
部
が
﹃
地
域
活
性
化
シ
ン
ボ

ル
の
制
作
・
活
用
事
業
﹄
に
つ
い
て
、
呉
広

域
商
工
会
青
年
部
が
﹃
島
時
間
・
島
空
間
・

島
の
恵
み
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
開

発
﹄
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
臨
時
総
会
で
は
、
全
国

商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
宮
本
博
史
会
長
、広島県商工会青年部連合会臨時総会風景
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広島県社会保険労務士会
広島市中区橋本町10－10　広島インテスビル5F

TEL：082－212－4481　http://www.hiroshima-sr .or . jp/

社会・労働保険何でも相談所

総合労働相談所
TEL：082-221-0610

無  料

最低賃金総合相談
支援センター併設

職場のトラブルを円満解決

社労士会労働紛争
解決センター広島
TEL：082-212-4481

無  料

年金専用相談・請求受付センター

無  料
街角の年金相談センター広島
街角の年金相談センター福山

団体割引適用で、一般契約に比べ割安

加入時の医師の診査は原則不要。いつでも加入できます。

有利な保険料1

てん補期間は最長１年間（免責期間７日間）ロングな補償2

国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償ワイドにサポート3

天災が原因のケガによる休業も補償安 心 の 補 償4

簡 単 手 続 き5

病気やケガで働けない間、最高１年間月々の所得をワイドに補償します。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
山
本
敏
昭
専
務
理

事
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
小
川

治
孝
顧
問
の
三
名
を
来
賓
に
迎
え
、
四
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
収
支
補
正

予
算
書
︵
案
︶
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

書
︵
案
︶
及
び
収
支
予
算
書
︵
案
︶
承
認

の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
会
費
賦
課

基
準
︵
案
︶
及
び
徴
収
方
法
︵
案
︶
承
認

の
件

第
四
号
議
案　

欠
員
に
伴
う
役
員
の
補
充
選

任
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案
の
平
成
二
十
六
年
事
業
計
画

書
案
で
執
行
部
は
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
を

﹃
未
来
へ
の
挑
戦
～
目
指
せ
！
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
！　

青
年
部
×
青
年
部
＝
∞
～
﹄
と

掲
げ
ま
し
た
。
来
年
度
、
青
年
部
が
目
指
す

の
は
、
青
年
部
な
ら
で
は
の
学
び
が
で
き
、

青
年
部
な
ら
で
は
の
地
域
振
興
が
で
き
、
青

年
部
な
ら
で
は
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
組
織
づ
く
り
。
今
年
度
に
引
き
続
き
、

﹁
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
研

修
事
業
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
よ

う
な
交
流
事
業
﹂の
展
開
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
平
成
二
十
六

年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
広
島
大

会
を
揚
げ
﹁
千
名
参
加
を
目
標
に
開
催
す

る
﹂
と
明
言
。
こ
れ
を
機
に
多
く
の
人
と
交

流
し
、
互
い
が
刺
激
を
受
け
な
が
ら
新
た
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
﹁
青
年
部
ヂ

カ
ラ
﹂
を
発
信
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

三
月
十
四
日
︵
金
︶、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
広
島
︵
南
区
元
宇
品
町
︶
に
て
、

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
﹁
平
成

二
十
五
年
度
第
二
回
臨
時
総
会
﹂
が
開
か
れ

ま
し
た
。
出
席
者
二
十
七
人
、委
任
状
七
人
、

計
三
十
四
人
の
出
席
の
も
と
、
平
成
二
十
五

年
度
補
正
予
算
案
及
び
平
成
二
十
六
年
度
の

事
業
計
画
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
収
支
補
正

予
算
書
︵
案
︶
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画 広島県商工会女性部連合会広島県商工会女性部連合会

「
平
成
二
十
五
年
度
第
二
回

臨
時
総
会
お
よ
び
第
三
回

商
工
会
女
性
部
研
修
会
」開
催

「
平
成
二
十
五
年
度
第
二
回

臨
時
総
会
お
よ
び
第
三
回

商
工
会
女
性
部
研
修
会
」開
催

地
域
発
展
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
組
織
を
め
ざ
す

書
︵
案
︶
及
び
収
支
予
算
書
︵
案
︶
承
認

の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
会
費
賦
課

基
準
︵
案
︶
及
び
徴
収
方
法
︵
案
︶
承
認

の
件

第
四
号
議
案　

そ
の
他

第
二
号
議
案
の
平
成
二
十
六
年
事
業
計
画

書
案
で
、﹃
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
事
業
﹄
や
﹃
原

爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
﹄
な

ど
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
表
明
。
ま
た
、

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
で
開
催
さ
れ
た
﹃
広
島

県
商
工
会
女
性
部
フ
ェ
ア
ー
﹄
で
は
、
十
四

市
町
の
商
工
会
女
性
部
が
自
慢
の
ふ
る
さ
と

産
品
を
展
示
・
販
売
を
行
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
、

実
績
が
で
き
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
平
成

二
十
六
年
度
も
継
続
的
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
に
積
極
的

に
参
加
し
、
部
員
の
資
質
向
上
、
部
員
増
強

活
動
を
展
開
し
、
女
性
と
し
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
情
報
交
換
を
深
め
な
が
ら

地
域
振
興
発
展
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
宣
言
し
ま
し

た
。組

織
の
強
化
・
拡
充
事
業
で
は
、
女
性
部

の
活
動
を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
ま

た
、
組
織
率
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
部
員
増

強
運
動
の
推
進
を
図
る
考
え
を
示
し
、﹁
商

工
会
役
員
の
配
偶
者
と
青
年
部
員
の
配
偶
者

に
入
部
し
て
い
た
だ
き
、
新
規
商
工
会
加
入

へ
の
入
部
勧
奨
を
行
っ
て
ほ
し
い
﹂と
要
請
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
県
内
部
員
総
数
の

百
五
十
名
増
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

臨
時
総
会
終
了
後
、﹁
第
三
回
商
工
会
女

性
部
研
修
会
﹂
で
は
、
有
限
会
社
エ
ー
ケ
ン

広島県商工会女性部連合会臨時総会風景
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を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

広
島
県
央
商
工
会
福
富
支
所
女
性
部
の
有

志
で
構
成
さ
れ
た
﹃
デ
・
べ
っ
そ
の
会
﹄
は

東
広
島
市
の
ブ
ラ
ン
ド
﹃
吉
原
ご
ぼ
う
﹄
を

使
っ
た
﹃
ご
ぼ
う
茶
﹄
を
百
貨
店
な
ど
に
Ｐ

Ｒ
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
揃
っ
て
参
加
し
、
商

談
会
に
臨
み
ま
し
た
。﹁
商
品
自
体
は
と
て

も
い
い
も
の
と
評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
目
見
て
買
い
た
く
な
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
や
宣
伝
方
法
な
ど
の
課
題
も
指

摘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
が
多

く
、と
て
も
有
意
義
な
商
談
会
で
し
た
﹂
と
、

充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
様
子
。
商
談
を
終
え
て
、
安
堵
の
笑
み
も

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
さ
ら
な
る
商
品
開
発
や
販
路

拡
大
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て

い
く
事
業
者
た
ち
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

あなたの
　チカラに、
　　なりたい♪

テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
の
江
川
雅
典
氏
を
講
師

に
迎
え
、消
費
増
税
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
、

消
費
税
が
転
嫁
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
ど
の

く
ら
い
利
益
が
減
っ
て
し
ま
う
の
か
、
具
体

的
な
数
値
を
上
げ
て
分
か
り
や
す
く
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
上
で
﹁
価
格
だ
け
が
商

品
価
値
で
は
な
い
﹂
と
力
説
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
﹃
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
﹄。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と

は
、
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
で
お
客
様
が
受

け
ら
れ
る
利
益
や
恩
恵
の
こ
と
で
す
。
持
つ

こ
と
で
便
利
に
な
る
機
能
的
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

や
所
有
し
て
い
る
と
ス
テ
イ
タ
ス
が
上
が
る

感
情
的
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
お

客
様
が
求
め
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
提
供
す
る

た
め
に
、
お
客
様
と
苦
労
を
分
か
ち
合
う
行

動
そ
の
も
の
が
重
要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

一
月
十
六
日
︵
木
︶、
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
広
島
︵
南
区
的
場
町
︶
に
て
、
新
た

な
販
路
拡
大
や
市
場
開
拓
を
目
指
す
中
小
企

業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
﹁
商
談
会
﹂
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
販
路
開
拓
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
販
路

開
拓
に
意
欲
的
な
食
品
関
連
事
業
者
を
対
象

に
、
県
内
や
首
都
圏
で
事
業
展
開
す
る
百
貨

店
や
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
と
直
接
交
渉
す

る
機
会
を
設
け
た
も
の
で
す
。

こ
の
商
談
会
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
ス

「
新
た
な
販
路
開
拓
を

目
指
し
た
商
談
会
」開
催

四
十
三
の
食
品
関
連
事
業
者
が

自
慢
の
商
品
を
広
島
県
内
や
首
都
圏
の

バ
イ
ヤ
ー
に
直
接
Ｐ
Ｒ

広島県商工会連合会

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
五
回
目
。
食
品
関
連
事

業
者
に
と
っ
て
自
社
商
品
を
直
接
売
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ

れ
を
機
に
新
規
市
場
進
出
へ
の
大
き
な
足
掛

か
り
を
つ
か
も
う
と
県
内
か
ら
四
十
三
事
業

者
が
参
加
し
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー
は
、
首
都

圏
、
関
西
圏
、
県
内
十
二
社
が
参
加
。
事
業

者
は
各
バ
イ
ヤ
ー
と
の
個
別
商
談
に
臨
み
、

自
慢
の
商
品
を
熱
心
に
売
り
込
み
ま
し
た
。

商
談
会
は
、
各
ブ
ー
ス
で
待
機
す
る
バ
イ

ヤ
ー
に
参
加
者
が
直
接
自
社
商
品
を
売
り
込

む
ス
タ
イ
ル
。
県
連
が
参
加
事
業
者
の
希
望

に
応
じ
た
商
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
事
前
に
組

み
、
一
コ
マ
二
十
分
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
商
談
会
の
事
前
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
等
を
行
っ
た
︵
株
︶
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・

ガ
イ
ド
の
担
当
者
は
商
談
を
終
え
て
﹁
ど
の

事
業
者
も
味
は
い
い
も
の
ば
か
り
で
ク
オ
リ

テ
ィ
が
高
い
﹂
と
評
価
。し
か
し
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
や
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
、
売
り
手
が

売
り
た
く
な
る
よ
う
な
情
報
が
少
な
い
と
助

言
し
、﹁
商
品
に
対
す
る
情
熱
を
伝
え
る
だ

け
で
な
く
、
Ａ
と
Ｂ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ら
ど

ち
ら
が
い
い
か
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
学
び
の
場
に
し
て
ほ
し
い
﹂
と
コ
メ
ン
ト

し
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
飼
料
で
育
て
た
卵
を
売
り
込

ん
だ
﹃
農
時
組
合
法
人　

石
本
農
場
︵
安
佐

南
区
西
原
︶﹄
は
県
内
の
百
貨
店
と
商
談
。

﹁
価
格
が
少
し
高
く
て
も
安
全
で
お
い
し
い

物
が
求
め
ら
れ
る
百
貨
店
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
、
自
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ
て
い
る

と
確
信
で
き
た
。商
品
も
評
価
し
て
も
ら
い
、

次
回
の
商
談
に
つ
な
が
っ
た
﹂
と
手
ご
た
え

バイヤーとの商談ブースの他、会場中央に参加事業者の
ＰＲ商品展示ブースを設置。
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二
月
四
日
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
十
五
回
全
国
商
工
会
青

年
部
青
年
部
全
国
大
会
︵
埼
玉
大
会
︶に
て
、

高
陽
町
商
工
会
青
年
部
が
﹃
新
規
加
入
実

績
﹄
の
部
で
全
国
第
二
位
の
栄
光
に
輝
き
ま

し
た
。

三
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年

度
臨
時
総
会
で
は
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連

合
会
の
宮
本
博
史
会
長
を
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に

迎
え
、
表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
を
手
に
し
た
同
商
工
会
青
年
部
の
松

下
部
長
は
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
壇
上
を

後
に
し
ま
し
た
。

高
陽
町
商
工
会
青
年
部
は
昨
年
六
月
十
七

日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
の
約
二
个
月
間
、

﹁
青
年
部
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施
。

様
々
な
取
り
組
み
や
努
力
の
結
果
、
新
規
部

員
十
八
名
の
加
入
を
実
現
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
前
は
二
十
五
人
ほ
ど
だ
っ
た
部
員

は
四
十
人
を
超
え
、
以
前
の
活
気
を
取
り
戻

し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
、
同
商
工
会
青
年
部
の

松
下
部
長
は
、
女
性
部
と
の
交
流
や
青
年
部

Ｏ
Ｂ
会
へ
の
協
力
要
請
、
親
会
役
員
会
で
の

現
状
報
告
を
通
し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
意

義
を
懸
命
に
訴
え
、
協
力
を
要
請
。
商
工
会

一
丸
と
な
っ
た
活
動
は
、
見
事
部
員
の
大
量

増
員
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

『
新
規
加
入
実
績
』の
部
で

全
国
第
二
位
を
獲
得

商
工
会
が一丸
と
な
っ
た

部
員
増
強
への
取
り
組
み
が

大
き
な
実
績
を
残
す

高陽町
商工会青年部

高
陽
町
青
年
部
で
は
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
今
後
も
継
続
し

て
い
く
予
定
で
す
。

﹁
新
規
事
業
に
挑
戦
し
た
い
﹂
﹁
独
立
し

た
い
﹂
﹁
創
業
し
た
ば
か
り
﹂
な
ど
、創
業
・

起
業
に
興
味
を
持
つ
人
を
対
象
に
し
た
創
業

塾
が
十
一
月
三
十
日
に
全
五
日
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
終
え
閉
塾
し
ま
し
た
。
四
回
目
の
講

義
を
終
え
て
二
个
月
後
に
開
催
さ
れ
た
最
終

日
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
義
を
も
と
に
作
成

し
た
事
業
計
画
書
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と

経
過
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、講
師
を
務
め
た
藤
田
悠
久
雄
氏
は
、

﹁
自
ら
が
計
画
を
立
て
、
チ
ェ
ッ
ク
・
改
善

を
行
い
、
そ
の
目
標
達
成
に
責
任
を
持
つ
こ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

夢
を
つ
な
ぐ
創
業
塾
を
巣
立
つ

広
島
県
商
工
会
連
合
会

創
業
へ
の
希
望
と
期
待
を
胸
に
、

塾
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む

と
が
で
き
る
﹃
自
創
の
人
﹄
に
な
っ
て
ほ
し

い
﹂
と
述
べ
、﹁
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
、

行
動
、
反
省
、
反
復
の
繰
り
返
し
が
﹃
自
分

な
り
の
う
ま
く
い
く
方
法
﹄を
つ
か
む
コ
ツ
﹂

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
一
人
ず
つ
経
過
報
告

と
決
意
表
明
を
発
表
。
創
業
塾
に
参
加
し
て

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
決
定
し
た
、
フ
レ

ン
チ
ブ
ル
ド
ッ
ク
専
門
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ

ン
す
る
参
加
者
は
、﹁
ク
リ
ス
マ
ス
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
ト
リ
ミ
ン
グ
サ
ロ

ン
を
併
設
し
て
、総
合
的
な
施
設
に
し
た
い
﹂

と
夢
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
男
装
を
し
た
女
性
が
女
性
客
を
も

て
な
す
﹁
男
装
カ
フ
ェ
・
バ
ー
﹂
と
い
う
新

し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
目
を
付
け
、
開
店
準
備
を

進
め
て
い
る
若
い
参
加
者
の
姿
も
。﹁
創
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で
な
く
、
経
営
者
と
し
て

必
要
な
考
え
方
な
ど
メ
ン
タ
ル
面
ま
で
網
羅

し
た
幅
広
い
講
義
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
。
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
﹂
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

い
ち
早
く
、
十
一
月
四
日
に
花
屋
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
参
加
者
は
、﹁
日
商
三
万
円
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
一
万 

三
〇
〇
〇
円
か
ら
一
万
四
〇
〇
〇
円
。
業
者

と
の
連
携
が
う
ま
く
い
か
ず
、
看
板
が
で
き

て
い
な
い
な
ど
告
知
が
不
十
分
﹂
と
分
析
。

藤
田
氏
も
﹁
開
店
す
れ
ば
思
い
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
人
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
﹂

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

参
加
者
十
六
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
決

松下部長が表彰状を受け取ると会場からは
大きな拍手が送られました。
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意
を
発
表
し
、
最
終
日
も
無
事
に
終
了
。
今

後
は
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
き
ま
す
。
今
回
の
創
業
塾
は
、
祇
園

町
商
工
会
、
安
古
市
町
商
工
会
、
沼
田
町
商

工
会
、
広
島
安
佐
商
工
会
、
高
陽
町
商
工
会

と
県
連
が
共
催
し
た
も
の
。
県
連
は
今
後
も

受
講
生
と
の
交
流
や
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い

き
た
い
考
え
で
す
。

創業塾受講風景

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
一
月

二
十
四
日
︵
金
︶、﹃
か
ん
ぽ
の
郷　

庄
原
﹄

︵
庄
原
市
新
庄
町
︶
に
て
﹃
平
成
二
十
五
年

度
第
三
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
青
年
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
﹄
を
開
催
し
ま
し
た
。
各

「
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

 

開
催
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

次
世
代
の
青
年
部
を
担
う
部
員
が

県
内
全
域
か
ら
参
加
す
る
勉
強
会
を
実
施
。

商
工
会
青
年
部
の
部
長
や
次
期
部
長
候
補
、

熱
心
に
青
年
部
活
動
を
し
て
い
る
人
を
対
象

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
県
内
全
域
か
ら

六
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
は
﹁
消
費
税
増
税
へ
の
対
応
に
つ
い

て
﹂
消
費
税
法
改
正
の
経
緯
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
、
活
用
で
き
そ
う
な
支
援
施
策
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
に

は
広
島
県
商
工
労
働
局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
部
長
の
大
石
知
広
氏
が
﹁
ひ
ろ
し
ま
産
業

新
成
長
ビ
ジ
ョ
ン
～
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
県

の
実
現
～
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
な
ど

を
、
柔
ら
か
く
噛
み
砕
い
た
表
現
で
、
丁
寧

に
説
明
し
ま
し
た
。

講
演
後
は
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
﹁
め
ざ

せ
！
青
年
部
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を

テ
ー
マ
に
、
八
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
さ
ら
に
知
識

を
深
め
ま
し
た
。

県全域から次世代のリーダー候補が集まり、
知識を深めました。



−8−


